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特定非営利活動法人同志社大学産官学連携支援ネットワーク 

第７期（2010 年度）事業計画 （案） 

 

１．組織体制   

  理事会： 

同志社大学産官学連携支援ネットワーク役員一覧 

   理 事 長：八田英二（同志社大学長） 

   副理事長：五島 洋（弁護士：弁護士法人 飛翔法律事務所 代表） 

理  事：大谷康弘（公認会計士：（株）関西ベンチャーインキュベート代表取締役） 

小川佳秀（宝印刷（株）営業部長） 

長田一郎（（株）ホロニック代表取締役社長） 

抱 厚志（（株）エクス代表取締役社長） 

片山傳生（同志社大学企画部長 生命医科学部 教授） 

田中 譲（英国国立ウェールズ大学経営大学院 MBA〈日本語〉プログラム 

アカデミック・ディレクター） 

辻内伸好（同志社大学研究開発推進機構 副機構長 理工学部 教授） 

       ○長岡直人（同志社大学リエゾンオフィス所長・知的財産センター所長）※新任 

眞下晋一（弁理士：ましも特許事務所） 

松本敏史（同志社大学商学部 教授） 

脇本裕正（三井住友海上火災保険（株） インシュアランス・コンサルタント） 

和田 元（同志社大学国際センター所長 生命医科学部 教授） 

監  事：稲津喜久代（司法書士：あおぞら司法書士法務総合事務所） 

中居成子（（株）ハート・アンド・キャリア代表取締役） 

                 ＊カッコ内の役職等は 2010年 9月 1日現在のものです。 

 

２．今年度の事業計画 

事業名 事 業 内 容 

研究会を組織し、産学連

携の様々な課題の解決に

向けて取り組む事業 

研究会の開催 

・ 士業研究会 ※自主研究会 

・ プロジェクト科目推進研究会※自主研究会 

社会起業家創出に向けた

取り組み 

 

「社会起業家養成塾」第２期スタート予定 

・応募者募集活動 

・コーディネーターによる支援 

・本 NPO会員によるサポート 

・土曜塾の開催 

人的ネットワークを構築

する事業 

・ 「ビジネスアトリエ」の開催 

（月 1 回の頻度にて京町屋を利用したイベントを開催。社会起業家と IT

起業家によるプレゼンテーション大会を実施中） 
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事業名 事 業 内 容 

産官学連携による起業家

育成及びサポート事業 

産学連携セミナーの定期開催 

・池田泉州銀行様のビルをお借りして産学連携セミナーを定期開催し、 

 マッチングサポートを企画 

ビジネスマッチングイベントの開催（予定） 

・南都銀行様のセミナールームをお借りしての大学教員のシーズ発表と企業

マッチングのイベントの開催 

池田泉州銀行様、京都銀行様と同志社大学とのベンチャーファンドへの協

力・支援 ・京都銀行様の場合は運営委員会の事務局を担当 

 ・ 会員向け経営セミナーの開催、経営支援相談室の開設 

 同志社大学ベンチャー支援 

・ D-egg（大学連携型起業家育成施設）入居企業のサポート 

・ 学生ビジネスプランコンテスト支援 など 

産官学連携による技術移

転をサポートする事業 

・ 同志社大学保有特許の技術移転をサポート 

情報誌発行やホームペー

ジによる広報事業 

・ ホームページの随時更新、メールマガジンの発行 

（会員、非会員に関わらず、月に 1度程度発行） 

その他の事業 （学生への教育事業） 

・ 同志社大学プロジェクト科目の申請 

科目名：『専門家と一緒に本気で考え理想の企業像を探そう 

～起業・就業の前に～』 

→ＮＰＯが主体となり各理事の協力の下、本格的なＮＰＯとして提供す

るプロジェクト科目を行うべく申請した。 

・ 「学生プロジェクト」への積極的支援 

学生による自主的プロジェクトの立ち上げの際に関連する企業等との橋

渡し的機能を確保。（前出、メール会員への案内など） 

（地域活性化事業） 

・ 京都府緊急雇用対策事業「ＮＰＯ・企業等からの提案型事業」において

採択の「産官学連携による京都ブランドの活性化事業」の実施。 

「京都産すぐき」「湯の花温泉」「京あられ・京おかき」の３ブランド、 

「町屋・廃校等の有効活用事例調査」「学生主体の京都活性化についての 

取組状況調査」「伝統工芸・職人などの新たな取組事例調査」「京都の外国

人留学生・観光客に関する“京都意識調査”」につき、学生プロジェクト

を組成し活性化に向けた取り組みを実施中。 

 

３．同志社大学リエゾンオフィス、同志社校友会大阪支部産学連携部会（LCC）との連携 

・ 2010年度本 NPO総会後の懇親会を協同で開催 

・ 主催・共催イベントの情報管理と積極的支援 

・ 異業種交流会などの共同開催 

・ 研究会などに LCC 会員が参画。 

以 上 


